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学
術
会
議
問
題
や
ス
テ
ー
キ
会

議
、
長
男
の
接
待
問
題
で
の
総
理
発

言
を
も
と
に
、
心
が
ね
じ
け
へ
つ
ら

う
意
に
な
ぞ
ら
え
「
奸
佞
首
相
」
と

名
付
け
る
。
強
烈
だ
。

ア
ホ
ノ
ミ
ク
ス
と
の
違
い
も
鮮
明

に
す
る
。
三
本
の
矢
、
一
億
総
活

躍
、
働
き
方
改
革
、
人
づ
く
り
改
革

な
ど
の
政
策
題
目
が
明
確
な
キ
ラ
キ

ラ
ネ
ー
ム
な
の
に
対
し
、
ス
カ
ノ
ミ

ク
ス
は
携
帯
料
金
の
値
下
げ
、
不
妊

治
療
へ
の
保
険
適
用
、
デ
ジ
タ
ル

化
、
規
制
改
革
と
具
体
的
な
個
別
テ

ー
マ
が
並
ぶ
が
、
何
を
や
ろ
う
と
し

て
い
る
か
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
。
理

念
な
き
実
利
主
義
者
と
言
い
当
て

る
。政

権
誕
生
か
ら
半
年
が
過
ぎ
た
。

沈
没
寸
前
の
前
首
相
か
ら
バ
ト
ン
を

受
け
、
６
割
越
え
の
高
支
持
率
で
華

々
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
不
祥
事

続
き
で
下
降
曲
線
か
ら
横
ば
い
。
蔓

延
防
止
は
利
か
ず
、
３
度
目
の
緊
急

事
態
宣
言
に
突
入
。
辛
口
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
に
ば
っ
さ
り
切
り
刻
ん
で
も
ら

う
こ
と
で
鬱
憤
を
晴
ら
し
た
い
。

（
岡
）

新
政
権
に
期
待
し
た
バ
ン
カ
ー
は

少
な
く
な
い
。
地
方
出
身
で
世
襲
で

は
な
い
、
苦
労
人
の
た
た
き
上
げ
。

そ
ん
な
姿
に
「
好
感
」
を
口
に
す
る

金
融
幹
部
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
過

去
形
な
の
は
評
価
を
変
え
つ
つ
あ
る

か
ら
だ
。
収
ま
ら
な
い
コ
ロ
ナ
感

染
。
い
ず
れ
や
っ
て
く
る
不
良
債
権

の
山
積
み
と
出
口
が
見
え
な
い
超
低

金
利
に
厭
戦
ム
ー
ド
が
漂
っ
て
い

る
。前

政
権
を
「
ア
ホ
ノ
ミ
ク
ス
」
と

命
名
し
、
徹
底
し
て
政
治
姿
勢
と
経

済
手
法
を
糾
弾
し
続
け
て
き
た
著

者
。
突
然
の
幕
引
き
で
仇
敵
を
な
く

し
、
さ
ぞ
や
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
る

と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
鞍
替
え
。
今
度

は
「
ス
カ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
で
槍
玉
に
あ
げ
る
。

下
値
は
岩
盤
の
よ
う
に
支
え
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
米
連
邦
準
備
理
事
会

が
ジ
ャ
ン
ク
債
で
も
な
ん
で
も
買
い

ま
く
っ
て
い
る
。

さ
わ
か
み
投
信
会
長
で
、
世
界
の

運
用
ビ
ジ
ネ
ス
で
50
年
間
に
わ
た
り

生
き
残
っ
て
き
た
経
験
を
持
つ
著
者

の
澤
上
氏
は
、
こ
こ
は
身
構
え
た
方

が
い
い
と
指
摘
す
る
。

バ
ブ
ル
崩
壊
の
大
混
乱
に
巻
き
込

ま
れ
な
い
よ
う
、
一
刻
も
早
く
自
助

自
立
の
行
動
を
起
こ
す
べ
き
だ
。
道

を
切
り
拓
く
に
は
「
何
が
本
物
で
、

ど
こ
ま
で
頼
り
に
で
き
る
の
か
」
を

見
極
め
て
行
動
す
る
こ
と
だ
。
本
物

を
求
め
出
し
た
ら
分
か
る
。
何
か
起

こ
っ
て
も
、
消
え
て
な
く
な
ら
な
い

実
体
経
済
に
安
心
感
を
覚
え
る
だ
ろ

う
。実

体
経
済
か
ら
一
歩
も
離
れ
な
い

本
格
的
な
長
期
投
資
が
本
書
の
テ
ー

マ
で
あ
る
。

あ
り
あ
ま
る
も
の
の
価
値
は
薄

れ
価
格
は
下
が
る
お
金
の
価
値
は

大
幅
に
下
が
り

イ
ン
フ
レ
は
す
で

に
始
ま
っ
て
い
る
そ
の
現
実
に
世

界
は
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
(

泉)

も
う
、
い
つ
大
崩
れ
と
な
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
。
世
界
的
な
カ
ネ
あ

ま
り
に
乗
っ
か
っ
た
だ
け
の
金
融
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
の
バ
ブ
ル
高
が
い
よ
い

よ
大
暴
落
の
途
に
つ
く
。
世
界
の
債

券
市
場
や
株
式
市
場
が
収
拾
の
つ
か

な
い
投
げ
売
り
の
修
羅
場
と
な
り
、

あ
ら
ゆ
る
金
融
商
品
が
瓦
礫
の
よ
う

に
崩
れ
落
ち
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
喘
ぐ
世
界
経
済
を
横

目
に
、
金
融
市
場
の
高
値
追
い
ぶ
り

は
異
様
だ
。
バ
ブ
ル
買
い
の
根
拠

は
、
世
界
中
で
大
量
に
供
給
さ
れ
続

け
て
い
る
マ
ネ
ー
が
、
行
き
場
を
求

め
て
金
融
商
品
に
買
い
群
が
っ
て
い

る
だ
け
の
こ
と
だ
。

大
暴
落
の
気
配
は
ど
こ
に
も
な

い
。
現
に
日
本
で
は
、
日
銀
に
よ
る

上
場
投
資
信
託
の
購
入
で
、
株
価
の

本
質
的
な
価
値
を
見
極
め
ろ

一
三

租
税
を
薄
く
し
て
民
を
裕

ゆ
た
か

に
す
る
は
、
即
ち
国

力
を
養
成
す
る
也
。
故
に
国
家
多
端
に
し
て
財
用
の
足
ろ

う
ざ
る
を
苦
し
む
と
も
、
租
税
の
定
制
を
確
守
し
、
上
を

損
じ
て
下
を
虐

し

い

た
げ
ぬ
も
の
也
。
能
く
古
今
の
事
跡
を
見

よ
。
道
の
明
ら
か
な
ら
ざ
る
世
に
し
て
、
財
用
の
不
足
を

苦
し
む
時
に
は
、
必
ず
曲
知
小

し
ょ
う

慧
け

い

の
俗
吏
を
用
ひ
巧
み

に
聚

し
ゅ
う

斂
れ

ん

し
て
一
時
の
欠
乏
に
給
す
る
を
、
理
財
に
長
ぜ

る
良
臣
と
な
し
、
手
段
を
以
て
苛
酷
に
民
を
虐
た
げ
る

故
、
人
民
は
苦
悩
に
耐
え
兼
ね
、
聚
斂
を
逃
ん
と
、
自
然

譎
詐

き

っ

さ

狡
猾
に
導
き
、
上
下
互
い
に
欺
き
、
官
民
敵
讐
と
成

り
、
終
に
分
崩
離
析
に
至
る
に
あ
ら
ず
や
。

一
四

会
計
出
納
は
制
度
の
由
て
立
つ
所
ろ
、
百
般
の

事
業
皆
是
れ
よ
り
生
じ
、
経
綸
中
の
枢
要
な
れ
ば
慎
ま
ず

ば
な
ら
ぬ
也
。
其
大
体
を
申
さ
ば
、
入
る
を
量
り
て
出
づ

る
を
制
す
る
の
外
更
に
他
の
術
数
無
し
。
一
歳
の
入
る
を

以
て
百
般
の
制
限
を
定
め
、
会
計
を
総
理
す
る
者
身
を
以

て
制
を
守
り
、
定
制
を
超
過
せ
し
む
可
か
ら
ず
。
否
ら
ず

し
て
時
勢
に
制
せ
ら
れ
、
制
限
を
慢
に
し
、
出
る
を
見
て

入
る
を
許
り
な
ば
、
民
の
膏

こ

う

血
け

つ

を
絞
る
の
外
有
間
敷
也
。

然
ら
ば
仮
令
に
事
業
は
一
旦
進
歩
す
る
如
く
見
ゆ
る
共
、

国
力
疲
弊
し
て
斉
救
す
べ
か
ら
ず
。

一
五

常
備
の
兵
数
も
、
亦
会
計
の
制
限
に
由
る
。
決

し
て
無
限
の
虚
勢
を
張
る
可
か
ら
ず
。
兵
気
を
鼓
舞
し
て

精
兵
を
仕
立
て
な
ば
、
兵
数
は
寡
く
と
も
、
折
衝
禦
侮
共

に
事
欠
く
間
敷
也
。

一
六

節
義
廉
恥
を
失
て
、
国
を
維
持
す
る
と
の
道
決

し
て
有
ら
ず
。
西
洋
各
国
同
然
な
り
。
上
に
立
つ
者
下
に

臨
で
利
を
争
い
義
を
忘
る
る
時
は
、
下
皆
な
之
に
倣
い
、

人
心
忽
ち
財
利
に
趨
り
、
卑
吝
の
情
日
々
に
長
じ
、
節
義

廉
恥
の
志
操
を
失
ひ
、
文
子
兄
弟
の
間
も
銭
財
を
争
い
、

相
ひ
讐
視
す
る
に
至
る
也
。
此
の
如
く
成
り
に
行
か
ば
、

何
を
以
て
国
家
を
維
持
す
可
き
ぞ
。
徳
川
氏
は
埓
士
の
猛

き
心
を
殺
ぎ
て
世
を
治
め
し
か
共
、
今
は
昔
時
戦
国
の
孟

士
よ
り
猶
一
層
猛
き
心
を
振
ひ
起
こ
さ
ず
ば
、
万
国
対
峙

は
成
間
敷
也
。
普
仏
の
戦
い
、
仏
国
三
十
万
の
兵
三
か
月

糧
食
有
て
降
伏
せ
し
は
、
余
り
算
盤
に
精
し
き
故
な
り
、

と
て
笑
は
れ
き
。

一
七

正
道
を
踏
み
国
を
以
て
斃

た

お

る
る
の
精
神
無
く

ば
、
外
国
交
際
は
金
か
か
る
可
な
ら
ず
。
彼
の
強
大
に
畏

縮
し
、
円
滑
を
主
と
し
て
、
曲
げ
て
彼
の
意
に
順
従
す
る

時
は
、
軽
侮
を
招
き
、
好
親
却
て
破
れ
、
終
に
彼
の
制
を

受
る
に
至
ら
ん
。

十
八

談
国
事
に
及
び
し
時
、
慨
然
と
し
て
申
さ
れ
け

る
は
、
国
の
凌
辱
せ
う
る
る
に
当
り
て
は
、
従
令
国
を
以

て
斃
る
る
共
、
正
直
を
踏
み
、
義
を
尽
す
は
政
府
の
本
務

也
。
然
る
に
平
日
金

き

ん

穀
こ

く

理
財
の
事
を
議
す
る
を
聞
け
ば
、

如
何
な
る
英
雄
豪
傑
か
と
見
ゆ
れ
共
、
血
の
出
る
事
に
臨

め
ば
、
頭
を
一
処
に
集
め
、
唯
目
前
の
苟

こ

う

安
あ

ん

を
謀
る
の

み
。
戦
の
一
字
を
恐
れ
、
政
府
の
本
務
を
堕
し
な
ば
、
商

法
支
配
所
と
申
す
も
の
に
て
更
に
政
府
に
は
非
ざ
る
也
。

（
戦
の
字
を
忘
れ
た
大
久
保
利
通
ら
に
対
す
る
痛
烈
な

皮
肉
。
）

理
念
な
き
実
利
主
義
者スカノミクスに蝕まれる日本経済
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み
の

ご
さ
く

に
し
ぼ
り
み
ほ
こ
画

国

節
義
持
た
ず
に

維
持
は
で
き
ず

態
を
示
す
「
ツ
ノ
」
の
し
な
や
か

な
印
象
と
、
動
物
の
「
ツ
ノ
」
が

誇
示
す
る
個
体
の
強
さ
や
特
色
を

掛
け
合
わ
せ
、
対
話
や
交
流
の
深

ま
り
を
表
す
。
２
階
は
相
談
フ
ロ

ア
と
な
り
毎
月
第
２
・
第
４
の
土

曜
日
も
各
種
相
談
に
乗
る
。

北
棟
・
南
棟
と
も
外
観
の
造
り

に
こ
だ
わ
っ
た
。
テ
ー
マ
は
、
う

な
ぎ
パ
イ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

で
あ
る
「
家
族
団
ら
ん
」
と
「
ア

ニ
バ
ー
サ
リ
ー
」
。
団
ら
ん
の
場

と
な
る
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
で

屋
根
を
覆
い
、
そ
こ
に
い
す
を
配

し
た
。
そ
の
大
き
さ
は
実
物
の
13

倍
。
春
華
堂
本
社
棟
の
一
部
壁
面

に
は
同
倍
率
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
バ

ッ
グ
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

ス
イ
ー
ツ
バ
ン
ク
の
開
業
が

「
産
業
界
と
金
融
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
浜
松
を
盛
り
上
げ
て
い

く
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
れ
ば
、

す
ご
く
う
れ
し
い
」
。
御
室

理
事
長
の
発
言
に
、
浜
松
市

の
鈴
木
康
友
市
長
は
こ
う
呼

応
す
る
。

「
地
域
資
源
の
一
つ
で
あ

る
食
に
こ
だ
わ
っ
た
地
域
活

性
化
を
図
ろ
う
と
市
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
、
ス
イ
ー
ツ

バ
ン
ク
は
確
実
に
拠
点
施
設

に
な
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
が
終
息
す
れ
ば
海

外
か
ら
も
人
を
呼
べ
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
」

空
間
を
演
出
。
待
ち
合
い
ロ
ビ
ー

は
営
業
時
間
外
も
ラ
ウ
ン
ジ
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
た
。

１
階
の
一
部
ス
ペ
ー
ス
に
は
地

域
住
民
に
開
放
す
る
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム
「
ツ
ノ
が
た
つ
」
を
設

け
た
。
名
称
の
由
来
は
、
泡
立
て

た
卵
白
や
ク
リ
ー
ム
の
最
適
な
状

こ
う
し
て
誕
生
し
た
ス
イ
ー
ツ

バ
ン
ク
は
、
北
棟
の
春
華
堂
と
南

棟
の
森
田
支
店
で
構
成
す
る
。
春

華
堂
エ
リ
ア
は
新
社
屋
と
直
営
店

お
よ
び
カ
フ
ェ
＆
ベ
ー
カ
リ
ー
が

入
居
。
併
設
す
る
格
好
で
森
田
支

店
が
構
え
る
。

支
店
入
り
口
に
は
、
目
印
と
な

る
「
赤
い
ぶ
た
ち
ゃ
ん

ピ
ギ

ー
」
が
鎮
座
す
る
。
御
室
理
事
長

が
５
年
前
に
訪
問
し
た
ド
イ
ツ
の

貯
蓄
銀
行
（
シ
ュ
パ
ー
カ
ッ
セ
）

本
店
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら

ヒ
ン
ト
を
得
た
。
御
室
理
事
長
は

「
ド
イ
ツ
で
は
一
番
好
ま
れ
て
い

る
動
物
で
、
子
ど
も
を
多
く
生
む

縁
起
の
良
い
動
物
で
も
あ
る
。
山

崎
社
長
に
お
願
い
し
て
設
置
し

た
」
と
明
か
す
。

店
内
へ
と
歩
を
進
め
る
と
常
駐

す
る
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
出
迎
え

を
受
け
る
。
室
内
は
欧
州
の
レ
ト

ロ
な
金
融
機
関
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

ン
を
実
現
さ
せ
た
」

春
華
堂
を
オ
ー
ナ
ー
と
す
る
テ

ナ
ン
ト
出
店
を
果
た
し
た
浜
松
い

わ
た
信
金
の
御
室
健
一
郎
理
事
長

の
考
え
も
山
崎
社
長
と
一
緒
だ
っ

た
。「

全
国
規
模
の
知
名
度
を
誇
る

春
華
堂
と
は
、
地
域
へ
の
思
い
で

同
じ
価
値
観
を
持
つ
。
そ
れ
は
地

域
へ
の
恩
返
し
と
一
層
の
発
展
に

向
け
た
情
熱
だ
。
こ
れ
が
重
な
り

合
っ
た
こ
と
か
ら
両
社
は
意
気
投

合
し
、
今
回
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
お
菓
子
の

製
造
業
と
金
融
と
い

う
全
く
異
質
の
業
種

が
組
む
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
予
想
を
超
え
る
相

乗
効
果
を
生
み
出

し
、
地
域
の
強
み
を

新
た
な
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
創
出
に
つ
な

が
っ
て
い
け
ば
幸
い

だ
」

た
こ
と
か
ら
建
て
替
え
を
検
討
。

一
方
、
今
年
で
創
業
１
３
４
年
目

を
迎
え
る
春
華
堂
も
同
時
期
に
本

社
新
築
を
考
え
て
い
た
。
今
か
ら

７
年
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
春
華
堂

の
山
崎
貴
裕
社
長
は
振
り
返
る
。

「
浜
松
い
わ
た
信
金
か
ら
森
田

支
店
を
新
築
移
転
さ
せ
る
話
を
聞

き
、
何
か
一
緒
に
で
き
れ
ば
と
い

う
提
案
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
設

計
か
ら
施
工
ま
で
５
年
を
か
け
、

金
融
機
関
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

れ
た
。
46
年
が
経
過
し
、
老
朽
化

が
進
み
手
狭
感
に
悩
ま
さ
れ
て
い

浜
松
い
わ
た
信
金
の
旧
森
田
支

店
は
１
９
７
５
年
１
月
に
開
設
さ

浜松いわた信金

異
業
種
と
組
む
相
乗
効
果
に
期
待

スイーツバンク内に支店併設スイーツバンク内に支店併設スイーツバンク内に支店併設
｢うなぎパイ｣の春華堂とコラボ｢うなぎパイ｣の春華堂とコラボ

（独）などに投

資。

アムロは2015年に1000

万ユーロのフィンテック・ベン

チャーファンドを設立し、その

後19年と20年にそれぞれ5000万

ユーロを追加投資し1億5000万

ユーロのファンドになってい

る。過去三年間に13のフィンテ

ックに19回の投資をし、国別に

はドイツで6回、英国と米国で

それぞれ4回、その他3カ国で5

回の投資をしている。セグメン

ト別にはレジテックに6回と一

番多く、次にバンキング・

テックに5回、レンディン

グに3回と続く。投資パタ

ーンは製品段階と成長段階

のフィンテックをターゲッ

トにしている。（ス

ウェーデン）、

（米）、（アイル

ランド)（英）、

(独)などに投資。

 は、2017年にヨ

ーロッパ最大の3億ユーロのフ

ィンテックファンドを設立し、

過去３年間に15のフィンテック

に18回の投資をし、国別には英

国で4回、米国とドイツでそれ

ぞれ3回、その他6カ国で8回投

資している。セグメント別には

レンディングに5回と一番多

く、次に／が4回と続く

 (英)、

(独)（ア

イルランド)（スペ

イン）などに投資する。

国で14回、英国で10回、その他

4カ国で8回投資している。セグ

メント別にはレンディングに12

回と集中する。

（米）、 （ブラジ

ル）、 

（英）などに投資。

は13年に1億ドルのフ

ィンテック・ベンチャーファン

ドを立ち上げたが投資に失敗、

16年に再度 

を米国サンフランシ

スコに設立、その規模は4億ド

ルになっている。過去３年間に

20のフィンテックに28回の投資

をし、国別には米国で12回、英

国で7回、ブラジルで3回、その

他4カ国で6回投資をしている。

セグメント別には、ウエルステ

ックに9回、ネオバンク／デジ

タルバンクに5回、インシュア

テックとレンディングにそれぞ

れ3回と続く。初期と成長段階

のフィンテックに多く投資。

(ブラジル) 

（英）、 

（米）、（米）、

前号343号に引き続き

が発表した2018年から20年の過

去3年間の、英国のバークレイ

ズ銀行、スペインのサンタンデ

ール銀行と銀行の2行、

オランダの アムロ銀行と

 の2行の投資傾向分

析の概要を紹介する。

欧州のフィンテック・スター

トアップはロンドンに巨大な聖

地を持ち投資規模が18年に430

件総額52.5億ドル19年には647

件100.7億ドル20年はパンデミ

ック下であっても774件の99.5

億ドルを記録している。

バークレイズは過去3年

間で、世界中の84のスター

トアップに100回の投資を

行い、国別には米国で45

回、英国で31回、イスラエ

ルで11回。それに１～3回

の国が8カ国。セグメント

別にはウエルステックへの

投資が21回と一番多くレジテッ

クとレンディングが11回と続い

ている投資パターンはシード･

フェーズに75％と集中

（米)(英)

(英) （米）な

どに投資。

サンタンデールは14年に投資

部門の 

()を1億ドルのファンドで

立ち上げ2020年9月に

としてスピンアウト、4

億ドルのファンドに増資した。

過去３年間に26のフィンテック

に32回の投資をし、国別には米

フィンテック最新事情 
344

欧州大手５行のフィンテック投資傾向 2018～2020年
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②
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③
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⑥
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⑧
(上野千鶴子

⑨
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⑩
(吾峠呼世晴

4月20日（日販調べ）

52ヘルツのクジラたち

白鳥とコウモリ

ほむら先生はたぶんモテない（5）

ポケット六法 令和3年版
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推し、燃ゆ

鬼滅の刃 塗絵帳ー蒼ー
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魔力の胎動
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初詣で 照降町四季（1）

継争 禁裏付雅帳（12）

そして、バトンは渡された

かがみの孤城（上）

かがみの孤城（下）
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【
名
古
屋
】
静
岡
県
浜
松
市
に
本
拠
を
置
き
、
う
な
ぎ

パ
イ
の
製
造
・
販
売
で
全
国
的
に
有
名
な
春
華
堂
の
新
社

屋
・
商
業
施
設
「
ス
イ
ー
ツ
バ
ン
ク
」
内
に
、
浜
松
い
わ

た
信
用
金
庫
の
森
田
支
店
が
新
築
移
転
し
た
。
春
華
堂
が

本
社
新
築
を
、
浜
松
い
わ
た
信
金
は
同
支
店
の
建
て
替
え

を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
「
新
し
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
よ
う
」
と
両
社
が
意
気
投
合
。
構
想
か
ら
７
年
の

歳
月
を
経
て
、
新
社
屋
お
よ
び
営
業
店
と
も
ダ
イ
ニ
ン
グ

テ
ー
ブ
ル
を
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
た
外
観
が
特
徴
的
な
地

域
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
が
12
日
に
開
業
し
た
。

開
業
を
祝
う
（
右
か
ら
）
春
華
堂
の
山
崎
貴
裕
社
長
、
浜
松
市

の
鈴
木
康
友
市
長
、
浜
松
い
わ
た
信
金
の
御
室
健
一
郎
理
事
長

営
業
室
内
は
欧
州
の
レ
ト
ロ
な
金
融
機

関
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
空
間
を
演
出
す
る

新
築
移
転
し
た
森

田
支
店
の
全
景
。

大
き
な
テ
ー
ブ
ル

と
い
す
が
強
い
イ

ン
パ
ク
ト
を
放
つ

支店の入り口には
貯金箱をモチーフ
とした「赤いぶた
ちゃん ピギー」
を配した

欧米の大手行もフィンテッ
クへの投資でしのぎを削る

例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
む
中
小
企
業
に
対

し
、
無
担
保
・
無
保
証
の
制
度
融
資
が
大
規
模
に

実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
短
期
的
に
そ
れ
ら
融
資
は

恵
み
の
雨
だ
っ
た
と
し
て
も
、
中
長
期
的
に
は
経

営
の
足
か
せ
と
な
る
負
債
以
外
の
何
物
で
も
な

い
。
利
益
率
の
低
い
飲
食
業
や
小
売
り
業
、
宿
泊

業
な
ど
が
そ
の
負
債
を
完
済
す
る
の
は
容
易
で
は

な
く
、
財
務
面
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
を
含

め
、
専
門
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
こ

で
事
業
の
目
利
き
を
行
な
い
、
適
切
な
サ
ポ
ー
ト

を
継
続
的
に
提
供
で
き
る
の
は
、
地
銀
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
金
融
機
関
で
あ
る
。
そ
の
役
割
こ
そ

が
、
地
銀
の
存
在
意
義
で
あ
り
、
新
た
な
事
業
機

会
に
も
つ
な
が
る
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
将
来
の
人
生
設
計
に
対
す

る
不
安
が
高
ま
る
な
か
、
一
般
生
活
者
の
資
産
運

用
ア
ド
バ
イ
ス
に
対
す
る
需
要
も
高
ま
っ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
単
に
投
信
な
ど
の
金
融

商
品
を
販
売
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
数
多
く
の
商
品

を
取
り
扱
っ
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
証
券
会
社
に
優

位
性
が
あ
る
が
、
顧
客
ひ
と
り
一
人
の
人
生
設
計

と
そ
の
家
計
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
資
産
運
用
ア
ド

バ
イ
ス
と
い
う
形
で
提
供
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
実

際
に
身
近
で
伴
走
す
る
こ
と
が
可
能
な
地
銀
へ
の

期
待
も
大
き
く
な
る
。

従
来
の
銀
行
の
あ
り
方
に
無
思
考
に
縛
ら
れ
る

の
で
は
な
く
、
自
ら
が
で
き
る
こ
と
が
何
な
の
か

を
棚
卸
し
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
存
在
意
義
や
事

業
機
会
も
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

地
銀
の
本
領
発
揮
は
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
だ
。

（
お
お
は
ら
・
け
い
い
ち
＝
日
本
資
産
運
用
基

盤
グ
ル
ー
プ
社
長
）

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少
や
地
方
の
過
疎

化
、
顧
客
企
業
の
借
入
れ
需
要
減
退
、
超
低
金
利

環
境
の
長
期
化
な
ど
、
地
域
銀
行
の
経
営
を
取
り

巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。
従

来
の
銀
行
事
業
モ
デ
ル
を
前
提
と
す
る
自
助
努
力

だ
け
で
は
如
何
と
も
し
難
い
と
こ
ろ
も
大
き
く
、

地
銀
が
「
構
造
不
況
業
種
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
久
し
い
。
ま
た
、
特
に
昨
年
秋
に
菅

政
権
が
誕
生
し
て
か
ら
は
、
「
地
銀
の
数
が
多
過

ぎ
る
」
と
い
う
菅
首
相
の
発
言
も
あ
り
、
先
行
き

を
危
ぶ
む
見
方
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。確

か
に
、
情
報
通
信
コ
ス
ト
の
大
幅
な
低
下
や

金
融
緩
和
政
策
を
背
景
に
し
た
資
金
余
剰
、
多
種

多
様
な
金
融
商
品
の
流
通
を
受
け
、
個
別
の
金
融

機
関
の
独
自
性
は
打
ち
出
し
に
く
く
な
っ
て
お

り
、
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
の
面
で
積
極
的
な
オ
ン

ラ
イ
ン
金
融
機
関
に
比
べ
、
地
銀
は
利
便
性
な
ど

の
面
で
劣
後
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
そ
れ
で
も
な
お
、
同
じ
地
域
に
所
在
し
、

顧
客
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
存
在
と
し
て
、
提
供

し
得
る
付
加
価
値
も
ま
だ
多
く
残
っ
て
お
り
、
過

去
の
取
引
を
通
じ
て
育
ん
で
き
た
信
頼
関
係
や
ブ

ラ
ン
ド
な
ど
も
含
め
、
地
銀
の
存
在
価
値
は
小
さ

く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

大原 啓一

地域銀行の本領発揮はこれからだ

２０２１(令和３)４２６()文 化 (８)新聞定価 1カ月1,595円 6カ月9,240円 年間17,820円(消費税含む)(第三種郵便物認可)


